
 

 

 

 

 

      

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

と
う
と
う
、
や
っ
と
の
思
い

で
辿た

ど

り
つ
き
ま
し
た
。 

毎
月
一
回
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
で
す
。 

な
ん
と
、
百
三
十
一
号
ぶ
り
、
堂
々
と
、

「
月
刊
宮
司
プ
レ
ス
」
と
声
高

こ
わ
だ
か

に
宣せ

ん

す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

何
と
、
十
一
年
の
時
間
を
費つ

い

や
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

感
慨

か
ん
が
い

も
一
入

ひ
と
し
お

で
す
。 

し
か
も
、
私
の

誕
生
日
に
こ
の
慶
事

け

い

じ

を
迎
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、

な
か
な
か
に
、
重

畳

ち
ょ
う
じ
ょ
う

（
こ
の
う
え
も
な
く
満
足
な
こ

と
で
す
）
で
あ
り
ま
す
。 

 

◇
私
は
、
昭
和
三
十
七
年
七
月
二
十
七
日
に
生
を
享う

け

ま
し
た
。 

し
か
も
、
午
後
三
時
で
あ
っ
た
そ
う
で
、

過
酷

か

こ

く

な
お
産
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
母
は
産
後
、
生
死
を

彷
徨

さ

ま

よ

っ
た
そ
う
で
す
。 

今
は
空む

な

し
く
な
り
ま
し
た
が
、

母 

    

そ
の
母
は
、「
人
は
神
様
の
お
力
に
よ
っ
て
、
生
か
さ
れ

て
生
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
常
々

つ
ね
づ
ね

申
し
て
お
り
ま

し
て
、
そ
の
母
の
言
葉
が
、
私
の
神
職
と
し
て
の
心
の

縁
よ
す
が

で
も
あ
り
ま
す
。 

日
本
三
大
随
筆

ず
い
ひ
つ

の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
徒
然
草

つ
れ
づ
れ
ぐ
さ

」
を
書
か
れ
た
の
は
吉
田

よ

し

だ

兼け
ん

好こ
う

さ
ん
で

す
。 

「
四
季
は
定
ま
れ
る
序

つ
い
で

あ
り 

死
期

し

ご

は
序
を

待
た
ず
」 

と
、
は
じ
ま
る
第
百
五
十
五
段
に
は
、「
死

は
、
前
よ
り
し
も
来き

た

ら
ず
、
か
ね
て
後

う
し
ろ

に
迫せ

ま

れ
り
」
と

あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
こ
う
続
け
て
い
ま
す
。 

「
人

皆
死
あ
る
事
を
知
り
て
、
待
つ
こ
と
し
か
も
急
な
ら
ざ

る
に
、
覚
え
ず
し
て
来き

た

る
。 
沖
の
干
潟

ひ

が

た

遥は
る

か
な
れ
ど

も
、
磯い

そ

よ
り
潮し

お

の
満み

つ
る
が
如ご

と

し
」
と
。
こ
の
第
百
五

十
五
段
の
意
味
は
、
人
は
誰
で
も
、
死
の
く
る
こ
と
を

知
っ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
に
急
に
や
っ
て
く
る
と
は
思

っ
て
も
い
な
い
の
で
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
死
は
予よ

期き

せ
ぬ
時
、
突
如

と
つ
じ
ょ

と
し
て
く
る
の
で
す
。 

そ
れ
は
、

沖
の
方
ま
で
干
潟
に
な
っ
て
、
遥
か
彼
方

か

な

た

ま
で
広
々
と

し
て
い
る
時
に
、
潮
が
来
る
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
。 

人
の
死
は
、
磯
の
方
か
ら
潮
が
満
ち
て
く
る
の
と
同
じ

よ
う
に
、
突
然
、
あ
っ
と
い
う
間
に
や
っ
て
く
る
の
で

す
。 

そ
の
よ
う
な
覚
悟
を
も
っ
て
日
々
を
過
ご
し
な

さ
い
と
、
吉
田
兼
好
さ
ん
は
、
私
た
ち
に
問
い
か
け
て

い
ま
す
。 

長
き
に
わ
た
り
人
種
差
別
撤
廃

て
っ
ぱ
い

の
運
動
を

つ
づ
け
ら
れ
、
イ
ン
ド
独
立
の
父
と
い
わ
れ
た
マ
ハ
ト

マ
ガ
ン
ジ
ー
さ
ん
は
、「
明
日
死
ぬ
つ
も
り
で
生
き
な

さ
い
、
永
遠
に
生
き
る
つ
も
り
で
学
び
な
さ
い
」
と
さ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

残
さ
れ
た
時
間
を
大
切
に
、

寸
暇

す

ん

か

を
惜お

し
み
つ
つ
、
そ
れ
で
い
て
、
あ
せ
ら
ず
、
じ

っ
く
り
と
取
り
組
む
生
き
方
を
示
唆

し

さ

さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。 

◇
今
日
で
、
六
十
二
歳
で
す
が
、「
七
掛
け
」
を
し
て
、

気
持
ち
は
、
四
十
三
、
四
歳
の
つ
も
り
で
、「
生
か
さ
れ

て
活
き
活
き
」
と
、
今
日
し
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
で

時
間
を
大
切
に
、
し
か
も
、
ど
ん
欲
に
過
ご
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

御
自
愛
く
だ
さ
い
。 
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◇
七
月
の
祭
典
行
事
報
告(

予
定
も
含
む) 

▼
月
次
祭 

 
 

◆
本
宮 

＊
六
月
一
日
、
十
五
日 

 
 

◆
貴
布
祢
神
社 

＊
六
月
一
日 

 

▼
七
社
祭 
＊
七
月
九
日 

 
 

※
六
連
島
に
点
在
す
る
七
つ
の
社
の
合
同
の
例

祭
を
、
六
連
島
八
幡
宮
拝
殿
に
て
斎
行 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

▼
竹
の
子
島
天
満
宮
例
祭 

＊
七
月
十
五
日 

▼
海
開
き 

＊
七
月
十
五
日 

 
 

 

 
 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
夏
越
祭 

＊
七
月
二
十
一
日 

 
 

 

  
 

 

  
 

 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
夏
越
祭 

＊
七
月
二
十
五
日 

 

▼
彦
島
八
幡
宮
夏
越
祭
前
夜
祭 

＊
七
月
二
十
九
日 

 

▼
彦
島
八
幡
宮
夏
越
祭
御
神
幸
祭 

＊
七
月
三
十
日 

 

▼
海
士
郷
恵
比
須
神
社
夏
越
祭 

＊
七
月
三
十
一
日 

 

▼
花
手
水
実
施 

＊
七
月
二
十
六
日
～ 

◇
七
月
宮
司
動
静
（
予
定
も
含
む
） 

 

▼
神
社
関
係
団
体 

 
 

◆
早
起
会
参
拝 

＊
七
月
一
日 

 
 

◆
敬
神
婦
人
会
役
員
会 

＊
七
月
十
一
日 

 
 

◆
維
蘇
志
会
八
月
例
会 

＊
七
月
二
十
日 

 
 

◆
奉
賛
会
奉
仕
作
業 

＊
七
月
二
十
六
日 

 
 

◆
敬
神
婦
人
会
奉
仕
作
業 

＊
七
月
二
十
八
日 

 

▼
神
社
庁
関
係 

 
 

◆
山
口
県
神
社
総
代
会
役
員
会
、
教
化
委
員
会
、

神
職
養
成
講
習
会
講
師
打
合 

＊
七
月
四
日 

◆
山
口
県
神
社
庁
役
員
会
、
支
部
長
事
務
局
長
会 

議
、
八
幡
宮
会
総
会 

＊
七
月
五
日 

◆
教
化
部
事
業
計
画
プ
レ
ゼ
ン
出
向 

＊
長
陽
支
部 

➡
 

七
月
十
六
日 

＊
防
府
支
部 

➡
 

七
月
二
十
二
日 

◆
下
関
市
総
代
敬
婦
合
同
役
員
会
＊
七
月
二
十
二
日 

▼
自
治
会
、
学
校
関
係
、
そ
の
他 

◆
玄
洋
校
区
挨
拶
運
動 

＊
七
月
十
日 

 

◆
玄
洋
校
区
研
修
会 

＊
七
月
十
二
日 

◆
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
七
月
十
七
日 

◆
彦
島
ま
ち
協 

＊
七
月
二
十
三
日 

◆
学
校
統
合
協
議
会 

＊
七
月
二
十
四
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◆
向
井
小
四
年
一
組
出
前
授
業 

＊
七

月
二
日 

 
 
 

※
「
向
井
校
区
の
歴
史
と
文
化
」
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 

▼
教
誨
活
動 

美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン 

 
 

 

タ
ー 

 
 

＊
七
月
二
十
九
日 

➡
 

集
合
教
誨
女
子 


